

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































嘗　一　一　一　扉　｝　“　9　胃　曽　曹　．　唱　噛　一　7　，　甲　騨　需　騨　．　■　層 階　曹　曹　，　鴨　胃　“　願　喩　曽　一　曽　7 嘗　　幽　畠　　幽　　闇　　，　　，　　， ’　　曽　　・　　魯
商　　法　　側 5　10
唐物屋の番頭 1











































































































































































































使 用　度　数 使 用　者　数
常　体 敬　　　体 常　体 敬　　　体
マ　セ　ヤ　セ マ　マ　ヤ　セ
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連　用 終　　　　止 連　　　　体 仮定? ?
ナナナ ママヤセナネ ママヤセナネ ナ?職 形 ズカ ヌンセセセ ヌンセ・セセ ネケ
業 話し手 ツクン ヌンンンイエ ヌンンンイエ レ






（B） 町　　　　　人 2 5
?
一　　曹　　一 ”　　騨　　扁　‘　F　甲　　幽　　幽　　圏　　闇　　9　　一　卿　冒　　曹　　一　　P　騨　　一　　一　虚 一　　嘗　胴　　曽　一　　”　　一　　需　甲　騨　胃　　曽　幽　　幽 嘗　一　　需　　一　　P　　門　　P　｝　　幽　　幽　虚　　・　　唱　　一　騨　曽　一　　騨　　曹　　P　幽　　願　　疇　一　　曽　　9　　冒　　曽　曹 一　胃　「　願　”　幽　一　一　曽　唱　嘗　曽　軸　一　P　一　「　”　需　，　一　”　、　臨　r　▼　畠　一　一 曽　　9　　嚇　　一　曹　一　　一
芝　　居　　者 1 2　3　1　　1 1　2　　　　1
落・　語　　家 4 2　　6（C）
野　　帯　　問 1　1　1　　1 1　　1
丁丁妊きの男 1 2　1　　1 1　1　　3





あくぬけした男 1 4 1
















一　　需　　檜 r　　“　唱　曹　｝　　幽　　営　　曽　曽　曹　　曽　　匿　　P　　需　需　｝　　P　　”　　幽　　一　　一 F　　幽　　曹　　曽　　圏　　”　　幽　　隔　　騨　　輸　　，　r　　r　　一 一　営　胃　畠　曹　卿　層　需　一　”　，　一　一　一　幽　一　一　魑　暫　一　9　嘗　．　雫　曹　胴　一　”　F 一　畠　一　曹　嘗　・　嘗　曹　”　謄　炉　雫　鴨　旧　一　｝　7　幽　一　一　嘗　曽　囑　輔　曽　曽　．　嘗　・ ，　　騨　　卿　　　　　騨　　一　　“
（G） それしゃあがり（ひき〉 1　1 4　2 2
騨　　曹　　曽　　一 曹　嘗　一　”　層　P　雫　一　｝　暫　7　噛　一　曽　曽　一　曹　一　”　曹　胃 ”　　騨　　，　　鱒　畠　　一　　，　　曹　　曽　　幽　　一　　謄　　一　　喩 刷　｝　一　願　富　曽　曽　圏　曹　・　一　餉　墨　刷　軒　，　P　｝　騨　一　曹　｝　唱　一　曽　■　雪　曹　雪 冒　需　【　｝　一　唱　P　｝　幽　一　曽　・　哨　曽　，　一　一　刷　曹　盟　胃　層　「　臨　F　雫　曽　一　幽 曽　曹　嚇　　一　　嘗　層　　需
㈱ 牛店の女中 ?
計 125　2　1285410322273　　144143◎3　21
42
　（F）ナイ専用者　　　　　　　　娼妓・新造・歌妓・茶店女（ころ）
　（G）ナイ・ネエ專用者　　　　それしゃあがり（ひき）
　（H）マセンの使用者　　　　　　牛店の女中
　それぞれにグルーープ化された話し手は，（A）ヌ・ン使用の士族と知識入のグ
ループ，（E）ネエ使用の〔工〕〔商〕に代表されるグループ，　（F）ナイ使
薦の女のグループなど，身分・職業・性別のちがいを反映している。そして，
これが『面訴三論』にみられる明治初期東京語の動作の否定表現体系である。
これを表承すると第10表のようになる。そして，このような身分・職業・性別
と否定語との対応が，封建的社会制度と密接にかかわっており，そこに，この
動作の否定表現体系の存在理由とその必然性があらわれている。
4．まとめ
　明治初期東京語の否定表現体系は，以上考察してきたように，形容詞によっ
て否定される「存在・指定・状態」の否定表現体系と，助動詞によって否定さ
れる「動作」の否定表現体系には，大きな違いのあることが明らかになった。
（1）存在・指定・状態の否定は，ナイ系とネ日系によって行われ，　（A）ナ
イ専用，（B）ナイ・ネエ共幣，（C）ネエ専用の三つのグループがあり，話し
手の身分・職業・性別のちがいを反映している。第3表参照。
（2）動作の否定は，ナイ・ネエ・ヌ・ン・マセヌ・マセン・ヤセン・センに
よって行われ，男は（A）ヌ・ン専用と，（B）（C）（D）のヌ・ンの敬体
とナイあるいはネエを用いるグループと，　（E）ネエ専用に大別され，女は，
（F）ナイ専幣と，　（G）ナイ・ネエ共用，（H）マセン使屠に分けられる。
そして，身分・職業・性別のちがいを反映している。第6，9，IO表参照。
（3）存在・指定・状態の否定は，ナイが士族階級に用いられたが，動作の否
定は，ヌ・ンが士族に用いられた。ナイは形容詞と助動詞とで，語形は同じで
あるが，その使驚者層に大きなへだたりがあった。
（4）以上から，形容詞のナイ・ネエと，助動騨のナイ・率工・ヌ・ン・マセヌ
マセン・ヤセン・センなどの否定語は，，身分・職業・性別と密接にむすびつい
ており，どの否定語を用いるかによって，その話し手の身分・職業・性別を判
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別することができる。これは福沢諭吉が［IN藩情」において指摘した中津藩の
身分によることばの違いと合致する。
（5）このような身分・職業・性別による使い分けは，封建制を維持し，相手
の身分を知るために，必要欠くべからざるものの一つであったと考えられる。
そして，その中でも，士族とその他との間の匿別が明確に行われていたようで
ある（注8）。
　明治初期は江戸末期の表現体系をうけついでいた時期で，しだいに今日の蓑
現体系へと再構成される。その過程が東京語の成立過程であり，今後の課題で
ある。
（注1）この用例は娼妓の引用で，客の身分が明確でないので，3－2－1以下の分
　　　析では除いた。
（注2）「やうに」は助動詞とせず，「やう」を名詞に扱った。
（注3）「ナイデ」は，　「デ」を連体形接続の接続助詞として扱った。岩淵悦太郎ほ
　　　か編ご岩波国語辞典　第二版』参照。
（注4）この用例は引用で，話し手のことばのままかどうか明確でないので，3－2
　　　－1以下の分析から除いた。
（注5）この用例は，鵬めん亭の善公と広小路の一庭が使者に来たときの川上の引用。
（注6）三田村鳶魚著ざ江戸っ子』（15ぺ）によると，江戸の市街地では，どの町で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえもち　　　　　　　　　　ち　かり　　　たながり　　　もそこに住んでいる人を分けると，地主（家持町人），地借，店借があり，
　　　店借には表店と裏店とがあったという。ここの晦人は，地主に属しているの
　　　ではないかと思われる。
（注7）「やうじや」は，「やう」を名詞に扱った。（注2）参照。
（注8）身分・職業・性別によることばの使い分けは，指定表現体系や，人称代名詞
　　　にもみられる。
　　　飛田良文「明治初期東京語の指定表現体剰　（『方書研究の問題点』所収・
　　　　　昭和45年刊・明治書院）参照。
　　　飛田良文「明治初期作品の敬語」　（『敬語講座9　明治大正時代の敬語』所
　　　　　収・昭和49年刊・明治書院）参照。
　　　鈴木英夫「謬安愚楽鍋」の語法」（共立女子大学短期大学部文科紀要雛7号・
　　　　　昭秘8年）
